
株式会社関東高圧容器製作所（金属製品製造業）

売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現に向けた具体的措置

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
矢端 俊行

弊社は、「品質はお客様の満足そのものであり、これを高めることが社会への貢献と企業の発展に寄与する」を品質基
本理念として、 “メイドインジャパン”の高品質にこだわり、お客様それぞれの目的や用途にフィットする最適な製品
をお届けいたします。そして、将来へ向け大きな成長が期待されるアジア諸国をはじめ、アメリカ、ヨーロッパ、そし
て世界中のお客様から信頼される企業として、ますます高度化・多様化する産業ニーズにお応えしてまいります。

企業はお客様無くして存在なし。
お客様に尽くして満足してもらうことから利益は生まれる。
利益は会社を成長させ働く人の生活を向上し人間を幸せにする。

各種高圧ガス容器

〇本社所在地：群馬県前橋市鳥取町153－1

〇事業概要：LPガス容器 / バルク貯槽 /

アセチレンガス容器等の各種

高圧ガス容器の製造

〇常時使用する従業員：206名（2024年12月期）

〇現在の売上高： 90億円（2024年12月期）

○法人番号：9070001000694

○Web:https://www.skcylinder.co.jp/comp

any/profile.html

2026年に売上高100億円を達成せる。2034年に売上高160
億円の達成に向け、年率6％程度の成長を目指す。 •装置産業であり、設備の維持更新に多額の設備投資が必要

•人の手による作業工程があり、自動化等の省力化投資が必要
•従業員の40代・50代の比率が高く、20代～30代前半の人員構
成が低くなっているため、20代～30代の人材強化が必要

実現目標 課題
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2026年の売上高100億円、10年後の売上高160億円の達成に
向け、積極的な設備投資や技術・品質の向上、営業強化を実施。
【売上高達成に向けた具体的な取組み】
• LPガスの容器シェア率を高め、業界第１位を目指す
• 他社が独占している飲料用アルミ容器のシェアの獲得
• 半導体製造等に用いられる高品質・高面粗度ガス容器の生産

量の拡大
• 市場の拡大が見込まれる海外市場の強化

•社長直轄での推進委員会を設置し、中長期の事業戦略を立案。
実効性のあるPDCAサイクルを実践していく。
•グループ会社であるエスケイシインダー(株)と連携し、国内外
への販売体制より強化していく。
•セキュリティ対策やＢＣＰ対策、職場環境の改善等に取組むこ
とにより、ガバナンス体制の強化を図る。
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